
2012 年 3 月 5 日 
京都市会議員 各位様 
 
 拝啓 日頃は京都市政にご尽力頂き、誠に有難うございます。 
 
 京都会館再整備基本計画およびこれに基づいて進行中の基本設計案は、添付資料に

示したように問題を含む内容となっています。問題の殆どは、基本計画が密室で作ら

れ、関係者や専門家の精査を経ていないことにあります。このような問題の多い基本

計画を前提として計画を進めると、京都市の財産面・財政面・ブランド面で多大な損

害が発生する蓋然性が高いため、次年度の予算枠における第一ホールの解体を見送り、

基本計画を見直す時間を設けられますよう、ご尽力頂きたく、お願い申し上げます。 
 

敬具 
 

記 
 
参考資料） 京都会館再整備基本計画およびこれに基づいて進行中の基本設計案の問題点 
添付資料 1）2011 年 1 月 27 日付 日経新聞「日本のオペラ、来日公演など大幅減少」 
添付資料 2）京都会館再整備構想検討に係る機能改善可能性調査（平成 19 年度）抜粋 
添付資料 3）京都会館再整備基本構想素案（平成 22 年度）抜粋 
 

以上 
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京都会館再整備基本計画およびこれに基づいて進行中の基本設計案の問題点 
 
1. 世界の一流の総合舞台芸術は上演不可能 
 
 計画中のプランでは、奥舞台や袖舞台が無いか、または不充分であるために、2011
年の「京都会館再整備に関する市民意見の募集」及び「京都会館再整備基本計画」に

おいて市民に対して説明された「世界水準の総合舞台芸術」が上演出来ない。進行中

の「京都会館の建物価値継承に係る検討委員会」においても、舞台芸術を専門とする

委員によって不可能なことが指摘されている。敷地計画に関連する根本的な問題であ

り、今後の修正では対応不可能である。 
 多額の費用を投入して整備するにも関わらず、京都市のブランドイメージ向上につ

ながらない計画である。 
 
2. 密室で計画されたために不備が多い 
 
 近隣の競合するホールの存在、後発であること、総合舞台芸術を取り巻く近年の状

況の変化（受入可能な施設は増えたにも関わらず、海外団体来日公演は激減している、

添付資料 2）を踏まえた計画になっていない。また、京都会館のこれまでの利用実績

や周辺環境を分析して特色を出す計画にもなっていない。 
 基本計画が、限られた敷地に対して過剰なスペックを要求しているため、基本設計

案が、要求された要素を詰め込むことに終始し、特色も工夫もないホールになってい

る。最近のホールは工夫を尽くしており、それらと比較して見劣りする。 
 基本設計案の第一ホールのホワイエが貧弱であり、ホールとしての品格に欠ける。

幕間の時間の貧しさは、総合舞台芸術の場としても、国際水準の建築空間に慣れた観

客を迎える場としても、不適格である。 
 ロビーや階段にスペースが充分配分されていないため、上層階客席からの避難を想

定した防災対策としても問題がある。 
 
3. 貴重な文化財と景観との調和を失う 
 
 京都会館は戦後建築史上重要な建築物であり、維持管理すれば国の重要文化財指定

を受けるに相当する建築物であるが、現在の基本設計案では、京都会館の建物価値を

継承出来ない。「京都会館の建物価値継承に係る検討委員会」の委員が難色を示して

おり、この委員会は計 5 回行って結論を出す予定であったにも関わらず、第 4 回目を

終えても一向に意見の集約へ向かっていない。 
 また、景観への配慮が必要な立地における計画であるにも関わらず、駅前商業地や
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郊外にあるホールと同水準の大きさを目安にしている。さらに、敷地が不充分な中で

舞台高さだけを要求しているので、計画のバランスが悪い。1.で説明したように、緩

和された高さが有効に使われない計画になっている。平成 23 年度までの京都市自身

の検討にあったように、舞台内高さ 18～20 メートルで、現状のポピュラーミュージ

ックのコンサート、バレエ公演等はカバー出来ると報告されている（添付資料 3、4）。
極めて稀か、殆ど可能性のない演目のために、岡崎の景観の調和を犠牲にしようとし

ている。 
 
4. 運営上の見通しが示されていない 
 
 同程度の施設の運用実績からは、建設後の運営費は、どんなに少なく見積もっても、

年間数億年の増額になることが予想される。現状で稼働率が 76％あるので、稼働率

の向上によって収益を上げられる余地が少なく、使用料の値上げ、市税からの充当、

文化予算内の他の事業予算の削減等を誘引する可能性が極めて高い。 
 このような可能性のある計画にも関わらず、現状で運営費の見通しが示されていな

い。一旦建設された後は、長期に渡って費用がかかるため、建設前に運営上の見通し

について充分検討すべきである。 
 
5. 市民に対する説明責任を果たしていない 
 
 2011 年 1 月の「京都会館再整備に関する市民意見の募集」では、第一ホールが解

体されることは一切明らかにされず、現状の建物を維持改修するかのような誤解を誘

う文章によって、意見募集がなされた。市民は第一ホールの解体について説明を受け

ていない。 
以上 

 
 
本件に関する連絡先  
京都会館再整備をじっくり考える会 事務局 西本裕美 
jikkuri.kyoto@gmail.com 090-3926-4329 
http://www.jca.apc.org/jikkuri/ 
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添付資料2　平成19年度　京都会館再整備構想検討に係る機能改善可能性調査　報告書 

京都市の依頼により音楽ホール専門のコンサルタント会社Light Stageが作成したもの。 
音楽ホール専門家から見て、18メートルの舞台内高さを推奨している。



添付資料2　平成19年度　京都会館再整備構想検討に係る機能改善可能性調査　報告書 

京都市の依頼により音楽ホール専門のコンサルタント会社Light Stageが作成したもの。 
音楽ホール専門家から見て、18メートルの舞台内高さを推奨している。



添付資料3　京都会館再整備基本構想素案　報告書概要版　平成22年3月　京都市　35頁




